令和３年７月５日
青谷小学校　6年担任　様
青谷中学校　生徒会担当
　　　　　　　　　　広瀬　啓介
小６一日体験日における「みらあおプロジェクト」の実施についてのお願い
初夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、標記の件について、下記のとおり実施します。

つきましては、お忙しい中ではありますが、「みらあおプロジェクト」について簡単な流れを提案いたしますので、ご確認のほどよろしくお願いします。

なお、質問などがある場合は、生徒会担当の広瀬（青谷中学校85-0905)へご連絡ください。

記

日　時 ： 令和３年７月１３日（火）５限（１３：４０～１４：３０）
場　所 ： ランチルーム　
テーマ ：　　　　 青谷について考える
　　　　　～私にできる小さなこと、私がしたい大きなこと～
　　　　詳細　：　別紙参照
「みらあおプロジェクト」の流れ
1． 目的　
青谷という故郷を考えることで、郷土愛を育み、地域に貢献したいという態度を育む。そして小中の児童生徒が話し合い、協働することでスモールコミュニティーとしてのつながりを深めていく。
2． 座席について（人数によって多少異なります）


●
　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター




3． 流れ
　　
（1） アイスブレーク　
各班を半分にして、スゴロクトークを行う。サイコロを振ってお題について、順番に話をしていくものです。となりの人が一つ質問をするなど、工夫をしようと考えています。
（2） 協議
　　　　　　　　　　 青谷について考える
　　　　　～私にできる小さなこと、私がしたい大きなこと～
　　　　　班で協議をする内容としては、順番に４個考えています。
1 青谷っていいなぁと思うところや、青谷ならではのことって何だろう。
2 青谷にこんなものがあったらなぁ。足りないなぁと思うところは何だろう。
3 ①のものを「広げる、伸ばす」ために、私ができる小さなこと、したい大きなことを考えよう。
4 ②を改善するために、私ができる小さなこと、したい大きなことを考えよう。
（3） まとめと発表
　　　【まとめ方】模造紙、付箋
	いいなぁ。
青谷の魅力
	
	　　伸ばすために
　　広げるために


	私ができる小さなこと、
私がしたい大きなこと
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	〇〇だったらなぁ。
足りないな。
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　発表は１２グループ全部で行うのは時間がかかるので、各班が発表者を決め、その生徒以外は別のグループに行き、考えを聞くという動きで進めたい。これを時間の調整もあるが３回程度繰り返す。その後に、ランチルームを各自で歩き回り、各班の模造紙を見て回るということも予定している。
（4） 児童生徒への宿題
　当日にいきなり、考えて発表しようというには、深いテーマだと考えていますので、ぜひ、事前に考えを書いて、持参していただけたらと思います。ご検討いただき、よろしくお願いいたします。なお、下のものを利用いただいても構いませんし、小学校で準備していただいてもかまいません。よろしくお願いします。
	青谷について考える

　　　　　　　　　　　　　～私にできる小さなこと、私がしたい大きなこと～

	青谷っていいなぁとことは？
	

	青谷の魅力は？
	

	青谷が〇〇だったらいいのになぁとおもうことは？
	

	青谷の抱えている問題があるとするならばなんだと思う？
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